
　2012年12月27日、福島第一原発事故発生から
1年9か月。現地対策本部長が次々と変わり、何ら支援
策を講じられない民主党政権への不満が高まるなか、
赤羽かずよしは、経済産業副大臣・原子力災害現地対
策本部長に就任しました。
　赤羽は、自ら被災した阪神・淡路大震災の体験から、「真実は現場にあり」と、徹して
被災地に入り、被災者に寄り添い続けました。人類史上初の廃炉・汚染水問題も、責任
は全て国が負う覚悟で取り組み、安定化に成功（4号機建屋からの使用済み燃料棒の
取出し完了）。昨年4月には、事故後初の避難指示区域の解除を実現し、「ふるさとへの
帰還」の扉を開いたのです。
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　赤羽かずよしさんは、歴代の現地対策本部長の中で誰よりも被災地にへ
ばりつき、復興へ多くのことを実現してくれました。賠償制度を被災者が使い
勝手のよいものに改善し、関係者を集め安全な廃炉を進める国の仕組みも
つくってくれました。気さくで誠実な人柄といい、行動力といい、今までの国会
議員のイメージを完全に塗り替えたのが赤羽さんです。
　赤羽さんの提唱した「福島イノベーション・コースト構想」は、被災地の大
きな希望となっています。現場第一主義で政策実行力のある赤羽さんのよう
な人が、これからの日本には必要です。
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昭和33年生まれ。慶應義塾大学法学部卒。三井物
産勤務時に、台湾国立師範大学に留学、北京・南京
駐在。／平成5年衆院選にて初当選。経済産業副
大臣兼原子力災害現地対策本部長、財務副大臣、
衆院国土交通委員長、同災害対策特別委員長等を
歴任。／現在７期目。衆院国土交通委員会理事、党
政務調査会会長代理。／家族は、妻、長男、長女。／
特技は、中国語、ラグビー元全日本高校選抜。

統一地方選 公明党兵庫県本部公認予定候補

あしだ賀津美松田いっせいこしだ浩也

「国家戦略特区」の推進による新産業＆雇用創出
◇スパコン「京」、Spring8を活用し、iPS細胞を初めて医療として
実用化した最先端の再生医療クラスターの構築。
◇世界トップの企業群の本社・工場を誘致し国内外の人材結集。

「物流革命」
◇阪神港の国際コンテナ戦略港湾化で東アジアの一大物流拠点に。
◇湾岸道路の西部延伸でミッシングリンク解消。
◇神戸空港と関空の一体運用で、利便性・競争力向上。

「神戸ブランド」
◇神戸ビーフ・神戸シューズ・神戸洋服・神戸パール・神戸スイーツ・
灘五郷を世界のブランドに！
◇有馬温泉、瀬戸内クルーズへの訪日外国人旅行者倍増へ。

「地産・地流・地消」と「賑わいあふれる街づくり」
◇神戸中央卸売市場と小売商店街の連携強化による活性化。
◇地元の美味しい農林水産品の地産地消をすすめ、安心な中学校給
食の実施。

「安心なくらし」
◇北神急行・神戸電鉄の運賃値下げ＆利便性向上、ディマンドタク
シーやコミュニティバスの普及で高齢者の足の確保。
◇総合医療センターの充実、保育所待機児童ゼロ作戦の加速化。

“神戸創生” ─
世界で一番魅力ある都市に

ご挨拶

兵庫県議会議員 北区選出兵庫県議会議員 兵庫区選出兵庫県議会議員 長田区選出

衆議院議員
赤羽かずよし

兵庫県議会議員 須磨区選出

（現1期）
（市議４期）（現3期）（現1期） （現1期）

しま山清史

　昨年末の第47回衆議院総選挙において、地元の皆さんの真心からの
ご支援により、小選挙区兵庫2区にて78,131票で７期目の当選を果たさせ
て頂きました。政府与党の責任ある立場で、国民のいのちと暮らしを守る
政治を実現してほしいとの皆様のご期待がひしひしと伝わる選挙でありま
した。
　さて、自公政権の金融・経済政策により、わが国の経済は確実に改善さ
れています。しかしながら、国民の皆様が実感できる景気回復の実現は、
これからが正念場であり、今こそ腰を据えて「成長戦略」を進めなければ
なりません。

「女性・青年が活躍できる社会」
　全国380万社の企業の99.7％を占める中小企業の生産性向上を図る
とともに、女性・青年が活躍できる社会を目指し、子育て支援、再就職・創
業支援を拡充。ブラック企業を排除し、正規雇用が当たり前の世の中にし
ます。また、給付型奨学金・マルチ語学教育を充実し、誰もが公平に良質
な教育を受けられ、個人の才能を開花できる社会を目指します。

「地方創生」
　少子高齢化・地方過疎化が進むわが国にとって、東京一極集中を是正
するための「地方創生」が重要です。先ずは、関西復権の旗印として「神
戸創生」に着手し、国内外のトップ企業・人材群がこぞって進出したくなる
ような魅力ある神戸を創生します。

「安全、安心な街づくり」
　阪神・淡路大震災に現職議員として遭遇した唯一の衆議院議員であ
る私は、責任を持って防災・減災ニューディールを進めます。
　土砂災害など自然災害リスクが高い地域への適切な対応、老朽建築
構造物の耐震化を進めるとともに、地域の実情に適した公共交通網や総
合医療センターを整備し、安全・安心な街づくりを実現します。

　こうしたビジョンを進めるために私は、地元の兵庫県議会議員、神戸市
会議員の皆さんと力を合わせ、地元の皆様の一番身近で、動き、働いてま
いります。

スーパーコンピューター「京」の誘致
に貢献。

長田区鉄人広場にて地元地方議員
と地場産業の再生に尽力。

北区大沢の泥んこバレー大会で、
「大沢未来の会」のメンバーと。
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